
特別寄稿

東北アジア経済協力における大連の歴史的好機
）

夏
（翻訳

仁
曹 瑞 林）

大連は，東

ける地域協力

きるかという

東北アジア

北アジア地域における重要な

の面から大連の地位と役割を

ことを常に考えている
）
。

一 東北アジ

経済は，世界経済においてき

港湾都市である。私たちは

認識し，日本や韓国との経

ア経済協力に対する認識

わめて重要な地位におかれ

どのように東北アジアにお

済や貿易面の協力を推進で

ている。東北アジア諸国の

は，全

ジアにおけ

を占めている

％と ％であ

東北アジ

図１ 世界貿易

世界の ％を占めており，

る中・日・韓三ヶ国の は

。 年の中・日・韓三ヶ国

った（図１，表１）。

アでは， 及び の

における日中韓三国の比重

の ％にあたる。また

，世界全体の ％，中日両

の輸出，および輸入の総額

ような一体的に組織された枠

の ％である。東北ア

国の は全世界の ％

は，それぞれ世界全体の

組みはまだ形成されてい

（ ）
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表１ 世界の輸出

（第 巻・第３ ４号）

に占める中日韓の割合（％）

出所

表２ 中国と主要国家・地域の二国間貿易収支状況
単位 億ドル

ないが，経済的

北アジア各国，

こと，また明確

出所

関係から見ると，東北アジア

特に中・日・韓三ヶ国の経済

な国際的分業が行われている

地域はその条件を備えている

が高い相互依存関係と緊密な

からである。日本と韓国は，

と思われる。それは東

貿易関係を持っている

十分な資金，先進的な

技術，進んだ管

な労働力，良好

産業において下

中・日・韓三ヶ

中国と日本お

ではないと考え

年の 億ド

理経験を持っているのに対し

な投資環境を有している。そ

流部分，韓国と日本は中流

国の利益に合致し，経済の一

よび韓国との経済関係は協力

られる。貿易面において中

ル， 億ドルから 年，

，中国は潜在的，かつ巨大な

して，国際的分業の観点から

，上流部分に位置している。

体化を図る上で有利である
）
。

的かつ相互依存的であり，し

国の ，アメリカに対する

億ドル， 億ドルに拡大

市場，低コストの豊富

見ると，中国は世界の

このような国際分業は

たがって競合的な関係

貿易黒字は，それぞれ

した。他方，日本と韓

国など東北アジ

韓国に対して

り，韓国とは赤

このような三

である。中国は

最終製品の相当

ア諸国との貿易収支について

億ドルの貿易赤字であったが

字の幅がさらに拡大して

角貿易関係は，中国が比較優

生産加工基地として，日本や

部分を欧米やアメリカに輸

みると，中国は 年，日本

， 年，日本との貿易は

億ドルの赤字となった（表２）

位をもとに，国際的分業に参

他の新しい市場経済の国から

出している（表３）。統計によ

に対し 億ドルの黒字，

億ドルの貿易赤字とな

。

加していることの表れ

中間投入品を輸入し，

ると，中国は ドルあ

（ ）
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表３ 主要な輸出市

力における大連の歴史的好機（夏）

場における中国輸出の割合（％）

出所

図２ 中国とその他のアジア諸国・地域間の競争と相互補完関係

たりの輸出加

出所 関志雄（ ）。

工貿易において，４ドルの中間投入品を日本や韓国など，東アジアの国・地域から

輸入している

中国が日本や

を意味する。

最近数年間

中国は労働集

の地域におけ

国の国際競争

。このような貿易構造は，中

韓国との間で垂直的な国際分

しかしながら， 諸

の中国の急速な経済発展は，

約型製品の輸出を拡大し，技

る需給関係に影響を与えてき

力を高めることに貢献してい

国が現在国際的な産業連関

業を行っており，経済的に

国との間では，やはり競合的

日本，韓国の経済回復にプ

術，資本集約型製品の輸入

たが，それはまた日本と韓

る
）
。日本，韓国から中国へ

の下流部分に位置すること，

相互補完的関係にあること

関係にあるといえる
）
（図２）。

ラスの役割を果たしている。

を増やすことによって，こ

国の交易条件を改善し，両

の大量の直接投資は，一方

で中国がこの

で，成功した

を生産基地に

場は，日本と

この過程で

それによって

地域の生産ネットワーク及び

投資は日本や韓国の企業の主

するとともに，中国市場の開

韓国の企業にさらなる発展の

，中国に対する半製品や部品

中国の技術水準の追い上げ，

産業連鎖に組み込まれるこ

な利潤源にもなっている。

発にさらに力を注いでいる

余地を与えているというこ

の輸出は中国にとっても技

産業の高度化が加速される

とに役立つとともに，他方

そして両国の企業は，中国

。今後も拡大する中国の市

とができる。

術吸収の主要ルートとなり，

ことになった。中国脅威論

（ ）
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図３ 大連市の

（第 巻・第３ ４号）

の推移（ 年）

出所 『大連

を唱え，中国の

統計年鑑』 年版。

発展によって日本の産業が空洞化すると考える論者がいたが，そういうことは全

くないと考えら

韓三ヶ国の長期

栄論に転換すべ

アジアにおけ

世界の輸送市場

ジア―北米，ア

テナ取扱量は

れる。逆に中国の発展は，む

的な利益に合致していると思

きである。

る域内貿易の規模拡大，相互

の重心がアジアへ移ることを

ジア―ヨーロッパに次いで，

年の 万 から

しろ日本や韓国の経済の繁栄

われる。したがって，今まで

依存の高まりは，大規模な物

加速している。アジア域内の

世界の三番目になっている。

年， 万 に増加した

につながり，中・日・

の中国脅威論は共同繁

流の集散を生み出し，

航路総延長は，現在ア

アジア域内の海上コン

。東アジア地域の港湾

貨物の取扱量も

る。その年間成

産業構造と国際

業の発展法則に

であると考えら

二

大幅に増加し， 年の

長率は ％である。上述の分

分業の展開とともに変化し，

従うと，東アジア地域に国際

れる。

東北アジアの地域経済協

万 から 年，１億

析からわかるように，東北ア

同時に物流の集散にも影響を

的に重要な輸送センターが形

力における大連の地位，役

万 に増えてい

ジア地域の貿易構造は，

与えている。世界海運

成されることは必然的

割の優位性

大連は，東北

渤海経済圏，お

三省の内陸部と

点となっている

アジア地域においてきわめて

よび環黄海経済圏が交差する

東部沿海地域の橋渡しを行う

。また中国の重要港，工業，

大きな役割を果たしている。

位置にあり，拠点的な港湾都

とともに，東北アジア国際物

貿易，観光都市であり，そし

それは東北アジア，環

市として，中国の東北

流ネットワークの結節

て東北地区の対外開放

（ ）
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図４ 大

力における大連の歴史的好機（夏）

連港のコンテナ取扱量

出所 『大連統計年鑑』 年版。

の窓口であ

は二桁

％である（図

水準を維持す

した調査結果

いて第１位で

大連港は東

り，国際物流センターと外貨

の成長を遂げている。 年

３）。 年，第１期から第

ることが可能であると考えら

では，大連における企業経営

ある。

北アジア地域において戦略

決済センターともなっている

の は 億元であり

３期の成長率は ％に達し，

れる。最近，国家統計局が

者の自信指数と景気指数は

的地位にある大規模な港であ

。この十数年来，大連の

，対前年の成長率は

年度を通して，この

行った全国の都市を対象に

，両方とも全国の都市にお

り，世界の 余りの国と

地域の 以

のコンテナ

は１億 万

大連の工業

業，機械・設

大連の石油化

「新船重工」

上の港と通航している。中国

の輸送を担っている。 年

トンである（図４，図５）。

は，東北アジア地域における

備製造業，造船，電子情報・

学の加工能力は 万トンで

は，中国における最大の造船

の東北地区の海運において，

，大連港のコンテナ取扱量は

国際的な分業連鎖の一環を

ソフト産業は，中国ではト

あり， 年に 万トン

企業である。ディーゼル機関

％の貨物の輸送と ％

万 ，貨物取扱量

構成している。石油化学工

ップレベルにある。 年，

に拡大する見込みである。

車の生産量は全国の ％

を占め，輸出

ソフトウェア

大連市には

の高等教育

資源と科学研

大連地域は

量の ％を占めている。電子

産業は年々 ％の成長率で拡

，優れた科学研究・教育シス

機関， 余りの科学研究機構

究成果を大量に蓄積している

今日，東北アジア経済協力の

情報産業の生産額は東北地

大してきた。

テムがあり，教育・研究の

があり，そして約 万人の学

。

プラットホームを形成して

区の半分以上を占めており，

国際化も進展している。

生が勉学し，豊かな人材

いるといえる。この地域で

（ ）
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図５ 大

（第 巻・第３ ４号）

連港の貨物取扱量

出所 『大連統計年鑑』 年版。

吸収された直接

点で，外商投資

とって大連は対

資総額が 億

対日輸出額は

％を占めて

投資（ ）は， 寧省全体

企業は 社であり，実際の

中投資の最も多い都市であり

ドルとなり，大連の実際外資

億ドル，全市の輸出総額の

いる（表４，表５）。

の半分，東北三省の３分の１

外資利用総額は 億ドル

， 年末で，大連の日系企

利用総額の ％にあたって

％，対日輸入額は 億ド

にあたる。 年末時

に達している。日本に

業数は既に 社，投

いる。 年，大連の

ル，全市の輸入総額の

大連の国際ビ

所を持つ外資系

所が置かれてい

野では， 社の

ている。外資系

業務を行ってい

アクセンチュア

ジネス環境は整備され，きわ

企業は 社にのぼる。日本

る。最近， は大連で中

外資系銀行と２社の外資系保

銀行５社はすでに人民元業務

る。大連の先物交易所の取引

， などの企業が大連に

めて良好である。 年現在

のジェトロ大連事務所や各県

国プロジェクト育成基地を設

険会社が事業を展開し，ある

を開始しているほか，３つの

量は世界３番目の規模である

進出し，アジア諸国に対する

，大連に子会社や事務

レベルの大連駐在事務

置した。金融保険の分

いは，事務所を設立し

外資系銀行が外国為替

。 ， ， ，

情報サービスの提供を

行っている。

大連は美しい

に，環境保全に

国連から 年

境トップ 都

自然環境で国内外にその名が

力を注ぎ，人と自然が共存で

，「人間の居住環境として最

市」という賞を授与されてい

よく知られている。市政府は

きるバランスの取れた発展を

適」という賞，また 年に

る。

経済の高度成長ととも

図っている。大連市は

は国連から「全世界環

（ ）
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表４ 主要国と地域

力における大連の歴史的好機（夏）

から大連への投資（ 年）
単位 億ドル

出所 『大連統計年鑑』 年版。

表５ 大連市の対日貿易の状況（ 年）
単位 億ドル

出所 『大連統計年鑑』 年版。

三 古い工業基地の振興に関する大連の産業発展計画

大連は東部

くからの工業

年に中

策が意図して

沿海部に位置する対外開放度

基地の重要な一部を構成して

央政府は，東北地区の古い工

いるのは，東北地区を中国の

の高い港湾都市であるが，

いる。

業基地を振興させるという

珠江デルタ，長江デルタ，

他面，東北地区における古

政策を打ち出した。この政

そして環渤海地域に続き，

（ ）



第４番目の経済

大連を東北アジ

な好機を与えて

立命館経済学

発展地区にすることである。

アの拠点的な国際輸送センタ

いる。今日，先進国の製造業

（第 巻・第３ ４号）

東北地区の振興に関する中央

ーに育成することであり，こ

は海外への移転を特徴として

政府の戦略的重点は，

れは市の発展に歴史的

いるが，大連市政府や

産業の関係者は

れるべきである

展の構想を策定

であり，４つの

機械・設備製造

東北アジアに

ーとして整備す

産業構造調整のこの新たな機

と考えている。このために，

した。１つの中心とは，大連

基地とは，大連に中国の石油

業基地，高度船舶製造基地を

おける重要な国際輸送センタ

るための主要課題は次の２点

会を把握し，市の産業を国際

市政府はすでに，１つの中心

を東北アジアの拠点的輸送セ

化学工業基地，電子情報・ソ

建設することである。

ー 大連を東北アジアの拠

である。１つは輸送の中枢で

的な産業連関に組み入

と４つの基地という発

ンターに育成すること

フトウェア産業基地，

点的な国際輸送センタ

ある大連港と大連空港

の機能を飛躍的

的に強化するこ

テナ取引量を

ることをめざし

大型の石油化

いる。この基盤

地区にもう１つ

万トンのエチレ

に高めることである。第２に

とである。大連市政府は

万 ，さらに 年ま

ている。

学工業基地 現在ある二つ

の上に，エチレン生産を主と

の石油化学工業基地の建設

ン生産の能力を有し，

，物流，貿易，金融，情報な

年までに大連港の貨物取扱

でに，それぞれ３億トン，

の石油精製企業は， 万ト

する新工場の建設を計画して

を計画している。ここは

などの石油化学の下流に位置

どの都市的機能を全面

能力を 億トン，コン

万 に引き上げ

ンの精錬能力を持って

いる。さらに市の西部

万トンの石油精製と

する製品を生産する予

定である。私た

とすることを目

電子情報およ

移動通信，オプ

中堅企業を育成

路）に高水準の

ジェント情報サ

ちは 年後，これを全国的に

標にしている。

びソフトウェアの産業基地

トエレクトロニクス機材など

し，主力製品の大量生産がで

ソフトウェア産業地帯の整備

ービス，高等教育，及び関連

最大の石油精製，高水準の石

デジタル 機器，自動

の分野を発展させるために，

きるようにする。「旅順南路

を計画し，ソフトウェアの開

業務を中心とした新しいタイ

油製品の生産加工基地

車・関連の電子部品，

国際的競争力を有する

」（南部旅順口区の幹線道

発をはじめ，インテリ

プのソフトウェア・パ

ークの建設を計

フトウェア企業

受注（外包），業

先進的機械・

港湾設備，石油

企業を重点的に

国際的競争力を

画している。この計画はいく

の育成によって，アジア太平

務工程（ ）の拠点とする

設備製造基地 国際的港湾

化学設備，工作機械，機関車

発展させ，企業の技術革新を

有する近代的な機械・設備製

つかの国際的ソフトウェア大

洋地域を視野に入れたソフト

ことを目指している。

を持つ工業の優位性を生かし

，エンジンおよび自動車部品

一層推し進め，自主的なイノ

造基地を育成する。

手企業の誘致と地元ソ

ウェアの開発，ソフト

て，高水準の大型機械，

などの重点業種や中堅

ベーション能力を高め，

高度造船製造

る。ここでは大

型滾装船など，

万トン，

基地 ２つの大きな造船所

型タンカー，第５世代のコン

技術水準と付加価値率の高い

年までに 万トンに高め

を拠点にして，国際的な高度

テナ船，海上堀削船，浮式生

製品を重点的に生産し，造船

る計画である。

造船基地の整備を進め

産オイルタンカー，大

能力を 年までに，

（ ）
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四 東北アジアの

力における大連の歴史的好機（夏）

経済協力への大連の参画構想

東北地区の

るということ

韓国との相互

らない。大連

えている。

第１に，国

古い工業基地の振興は，東北

ができる。大連の目指してい

依存，相互に利益を得て共に

はこの地域の経済協力を推進

際的輸送センターの建設を一

アジアの経済協力に参加す

る経済発展の目標を実現さ

繁栄するという経済・貿易

するために，以下のような

層加速し，交通，貿易の利

る大連に歴史的好機を与え

せるには，引き続き日本や

の関係を強化しなければな

取り組みが必要であると考

便性を高めることである。

このために，

の標準化とコ

北三省を経由

非関税障壁を

物流園区を通

終的にその区

第２に，東

に，経済のグ

各国の港湾間の連携を促進し

ンテナ化を図る。海上輸送お

し，ロシアに至る大連輸送回

引下げ，国境間貿易の利便性

して，大連保税区と大連港を

域を自由貿易区に建設できる

北アジアの産業構造の調整と

ローバル化及び国際産業構造

，東北アジアの港湾連盟を

よび鉄道の連携の比較優位

路を開通することを目指し

を高めること，国務院の決

一体的に発展させ，つまり

ように取り組んでいく。

資本の流動の円滑化に貢献

の発展の法則に従い，産業

形成する。さらに貨物運輸

性を生かして，大連から東

ている。これらに加えて，

定により設立した大連保税

「区港連動」を推進し，最

することである。このため

シフトや資本流動を阻害す

る制度を除去

し，コストを

ことに尽力す

第３に，中

な人材を備え

する支援策を

と個人の海外

し，投資環境の最適化を図る

引下げ，国際的競争力を高め

る。

小企業の海外進出を奨励する

た中小企業が多数ある。それ

講じるほか，政府主導の中小

への創業を促進する。

。大連は，東北アジア諸国

，自国の事情に相応しい新

ことである。東北アジア諸

らはこの地域経済の活性化

企業インキュベータを生か

の企業が有効に資源を配置

たな国際的分業を形成する

国には高い専門技術や優秀

の源になる。中小企業に対

すことによって，中小企業

第４に，グ

の地域経済協

学を含む日本

ネス人材育成

貿易面の協力

協力と学術交

第５に，都

ローバルに活躍できる人材育

力を担いうる人材育成のプロ

の各大学との協力関係を一層

センターの建設，発展を進め

に関連する専攻や学科を設置

流を推進すること，行政職員

市間や地域間の対話と協力を

成の協力を強化することで

グラムを作成するが，次の

強化すること，日本政府の

ていくこと，大連の各大学

すること，教育，研究プロ

の相互訪問や研修制度を整

深めることである。地域発

ある。大連は，東北アジア

ことが柱になる。立命館大

支援による大連日本語ビジ

に東北アジアの地域的経済，

ジェクトにおける国際的な

備することである。

展のパワーは主として，都

市の活動に由

きな経済力を

資金，人の活

第６に，最

市政府はこれ

に推進し，都

来するものである。東北アジ

持つ都市が多数ある。都市間

動化と比較優位の相互補完関

後に，人と自然が調和でき，

まで省エネルギーや環境保全

市の環境保全や汚染対策の水

ア地域，とくに戦略的位置

の対話，相互情報交換を進

係を強化することになる。

バランスのとれた持続的な

において，技術導入などの

準を高めてきた。私たちは

にある環黄海地域には，大

めることは，都市間の商品，

地域発展を図ることである。

面で日本との協力を積極的

今後とも，快適な生活がで

（ ）



き，市民が健康

境の改善，資源

えている。

立命館経済学

で長生きできるような国際都

の合理的利用を図る政策，環

（第 巻・第３ ４号）

市の建設を進める決意である

境美化，清潔な都市をめざす

。そのために，生態環

政策を拡充したいと考

） 本論文

「東北アジ

作成した

） 本論文

ついて述

の速度は

は， 年 月 日，立命館大学

ア経済協力における大連の歴史

ものである。

はあくまでも個人の考えであり，

べている。東アジアの経済協力の

，漸進的，急進的，方法について

注

キャンパスで開催された

的好機」（主催 立命館大学経済

ここでは主に貿易投資と国際的

領域は，貿易，投資，金融など

は，双務的，片務的，多角的の

特別学術講演で行った報告

学会・経営学会）をもとに

分業の側面から経済協力に

，どの分野でも良い。協力

いずれもあり得る。

現する１

むという

う問題も

中に

して，中

その対策

） 将来，

（自由貿易区）の設立は，区域内

つの重要なルートである。東アジ

原則に従うことができる。

ある。例をあげると，日本とシン

設立の可能性は小さい。その主

日韓三ヶ国の金融や貿易における

として，中日韓および

世界経済において，３つの勢力

，フランスとドイツを中心とする

の貿易自由化を促すことができ，

アの経済協力は漸進的に，簡単

は経済的な問題だけではなく，

ガポールの間で自由貿易区が設

な原因は農業において問題が起

協力の見通しは比較的楽観でき

各国との間で通貨のスワップ協議

の並立が予測できる。すなわち

（ ヶ国），そして現在形成

区域内の経済一体化を実

なことから困難なことに進

政治的要素による制約とい

立されたが，中日間で近年

きるからである。これに対

る。東アジア金融危機後，

がなされている。

，アメリカを中心とする

過程にある東アジア経済

群の３つ

体化には

位にあり

協力を通

ると，前

直的一体

と考えら

） 中国と

に類似し

である。緊密な貿易関係と高度な

明るい将来性がみられる。東アジ

，中国は生産，加工基地と潜在的

して，中国の国際的分業への参

者はフランスとドイツを中心とす

化を実現したことがわかる。した

れる。

日本の貿易関係は，赤松氏の提起

ている（関志雄， ）。このよ

経済相互補完の働きかけによっ

アでは，日本は技術，資本，中

に巨大な消費市場を有している

加を更に促進することになる。

る水平的一体化を実現し，後者

がって，中日間の協力は歴史的

した日本と東アジア経済群の形

うな構造を維持するためには，

て，東アジア地域経済の一

間投入品の輸出の核心的地

。日本は中国との貿易投資

と の経験を見

はアメリカを中心とする垂

に大きな意味を持っている

成による雁行形態分業方式

一定の条件を満たす必要が

ある。例

いうこと

の為替レ

る。

） 関志雄

節約額は

額の 倍

えば，各国は異なった優位性を持

である。またこの地域において，

ートの安定，地域内の各経済群の

（ ）によると， 年に，日

兆円，日本の の約 ％

に相当する。他方，中国は交易条

っているので，それぞれの製品

先進国による十分な資金と技術

均衡のとれた成長スピードを維

本は，中国との交易条件を改善

に達した。それは同年における

件の悪化によるコストを負担す

の輸出需要を満足させると

の提供，貿易パートナー間

持することなどがそれであ

した結果，日本の年間外貨

日本から中国への直接投資

ることになった。

関志雄『アジ

「中国の台頭は

事求是』

黒田東彦「東

所開所式

余永定『私は

ア通貨の一体化に関する研究（

日本の交易条件改善に有利であ

コラム， 年。

アジア経済の現状と展望（

における講演）， 年

世界経済を見る（我看世界 ）
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東北アジア経済協力における大連の歴史的好機（夏）
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